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勺
器
。
毘
○
員
（
α
ダ
）

＞
♂
§
①
§
ミ
。
。
肺
。
帖
蓋
魯
。
。
画
忌
8
醤
§
＆
§
。
。

　
　
℃
彗
量
国
舘
ぎ
9
9
一
〇
〇。
刈
・
①
蕊
薯
●

パ
ス
カ
ル
・
オ
リ
ィ
監
修

『
新
し
い
政
治
思
想
史
』

　
本
書
の
「
あ
と
が
き
」
を
書
い
て
い
る
ル
ネ
・
レ
モ
ソ
（
寄
ま
家
暮
鼻

一
。
一
。

。
－
）
は
、
パ
リ
大
学
第
五
校
（
ナ
ン
テ
ー
ル
）
の
文
学
部
教
授
で
あ
り
、

七
一
年
か
ら
七
六
年
ま
で
同
大
学
学
長
を
務
め
る
。
学
外
に
お
い
て
は
、

八
一
年
以
降
フ
ラ
ン
ス
政
治
学
会
会
長
の
地
位
に
あ
り
、
近
代
史
研
究
所

長
を
は
じ
め
、
ユ
ネ
ス
コ
社
会
・
人
文
科
学
委
員
会
、
大
学
審
議
会
、
教

育
・
社
会
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
の
各
種
委
員
会
の
要
職
に
あ
る
。
主

著
と
し
て
は
、
『
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
右
翼
』
（
容
早
。
き
§
宰
§
舅
ミ

言
ミ
§
＆
蕊
寒
。
ミ
ミ
ミ
画
§
貸
登
閏
。
葡
§
§
N
＆
§
”
お
9
●
但
し
、
一
九
八

二
年
版
は
h
6
。
。
b
さ
き
G
・
§
宰
§
9
と
標
題
を
改
変
）
、
『
ヵ
ト
リ
ッ
ク
・
共

産
主
義
・
危
機
』
（
富
恥
8
§
§
§
。
・
鳩
Q
§
§
騨
§
傍
§
g
蕊
ミ
§
。
｝
レ
霧
。
）
、

『
ド
・
ゴ
ー
ル
の
復
帰
』
（
富
ミ
。
ミ
蔚
魯
9
ミ
ド
ち
。
。
ω
）
な
ど
が
あ
る
。

レ
モ
ソ
は
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
学
界
、
歴
史
学
界
の
重
鎮
で
あ
っ
て
、
そ
の

薫
陶
を
受
け
た
パ
ス
カ
ル
・
オ
リ
ィ
は
、
一
九
四
八
年
の
生
ま
れ
、
歴
史

学
の
ア
グ
レ
ジ
ェ
の
資
格
を
有
し
、
現
在
パ
リ
大
学
（
ナ
ン
テ
ー
ル
）
に
お

い
て
助
手
を
務
め
、
ま
た
政
治
研
究
所
講
師
と
し
て
教
鞭
を
と
っ
て
い
る
．

彼
が
こ
れ
ま
で
に
発
表
し
た
著
作
は
、
『
対
独
協
力
者
た
ち
』
（
富
。
・
9
ミ
ぴ
。
・

壕
§
価
ミ
。
・
」
。
§
、
『
ド
・
ゴ
ー
ル
、
あ
る
い
は
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
秩
序
』

（
b
。
Q
9
ミ
冒
§
h
．
。
義
慧
騒
。
§
。
。
8
ミ
。
。
」
O
o
。
刈
）
、
『
ポ
ー
ル
・
ニ
ザ
ソ
』
（
、
R
ミ

≧

紺
§
噛
騒
駐
き
匙
、
§
＆
8
ミ
し
o
c
。
o
）
、
『
二
つ
の
五
月
の
あ
い
だ
』
（
b
．
§
ミ
ー

匙
§
撃
ま
9
野
融
婁
。
キ
ミ
§
ミ
慧
§
匙
ミ
R
笥
養
§
恥
。
崖
蕊
』
8
0
。
1
崖
蕊
這
。
Q
ト
一
。
o。
ω
）
、

ジ
ァ
ン
・
シ
リ
ネ
リ
と
の
共
著
『
フ
ラ
ソ
ス
の
知
識
人
ー
ド
レ
フ
ユ
ズ

事
件
か
ら
現
代
ま
で
』
（
富
。
・
帖
ミ
ミ
§
§
房
§
宰
§
8
蕊
ミ
．
＞
讐
誉
早
§

、
基
＠
§
。
。
智
ミ
。
。
」
。
。
。
。
）
そ
の
他
で
あ
る
。
そ
し
て
、
オ
リ
ィ
の
監
修
に

よ
る
本
書
は
、
四
十
二
名
の
学
者
の
協
力
に
よ
っ
て
な
っ
た
も
の
で
あ
る
．

　
≧
。
ミ
。
§
ミ
。
・
§
慧
警
。
。
＆
蓼
遠
§
爵
§
。
。
は
、
レ
モ
ソ
が
指
摘
し
て

い
る
と
お
り
、
そ
れ
に
先
行
す
る
研
究
業
績
、
す
な
わ
ち
魯
導
目
。
ぎ
富
こ

（
q
ダ
）
襲
§
誉
§
＆
醤
豊
ミ
§
Q
し
。
馨
H
”
b
“
。
・
。
試
窯
§
。
・
ミ

図
刈
自
国
。
。
爵
9
Q
、
一
〇
目
o
H
H
”
b
巽
図
網
』
目
。
。
禧
§
9
ぎ
。
。
智
ミ
。
。
｝
一
〇
U
O
●

な
ら
び
に
富
導
ら
呂
ま
ω
O
ぎ
奉
臣
Φ
ン
霞
韓
a
ま
魯
馬
9
憾
§
。
う
8
遠
騨

識
Q
慧
博
一
〇
目
Φ
一
鮪
b
恥
言
9
融
－
簿
9
貸
軸
．
§
8
蹄
魯
胸
．
的
牒
a
－
さ
欺
§

§
。
蓉
§
ミ
心
§
、
ε
目
Φ
目
”
卜
、
国
言
㍗
＞
、
§
帖
§
§
。
蓉
ま
ミ
§
Q
、
e
ミ
。
。
ざ

§
9
帖
ミ
ε
冨
o
一
目
”
卜
9
Q
養
ミ
騒
『
飛
R
醤
＆
画
o
ド
嵩
o
。
ゆ
∴
o
。
職
o
o
」
O
お
山
O
oo
轟
・
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紹介と批評

と
り
わ
け
前
者
に
多
く
を
負
う
て
い
る
。
『
新
し
い
政
治
思
想
史
』
は
、

古
代
お
よ
び
中
世
の
遺
産
と
し
て
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
が
政
治
と
宗
教
に
果

た
し
た
決
定
的
機
能
．
世
俗
的
政
治
理
論
の
形
成
に
お
け
る
国
家
理
念
“

主
権
と
実
践
か
ら
先
ず
議
論
が
始
め
ら
れ
（
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
と
ボ
ー
ダ
ン
）
、

時
代
と
し
て
は
、
十
七
世
紀
以
後
か
ら
現
代
、
文
字
通
り
同
時
代
史
ま
で

を
含
む
。
そ
の
く
新
し
さ
V
と
は
、
従
来
の
編
年
史
的
叙
述
で
は
な
く
、

〈
テ
ー
す
も
し
く
は
《
概
念
V
を
中
心
と
し
て
、
歴
史
的
現
実
と
の
対

応
に
お
い
て
思
想
の
問
題
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ

ら
は
、
各
専
門
分
野
の
研
究
者
た
ち
に
委
ね
ら
れ
、
自
由
な
ス
タ
イ
ル
で

語
ら
れ
、
思
想
家
の
思
想
的
体
系
性
や
整
合
性
を
論
じ
る
こ
と
よ
り
も
、

む
し
ろ
時
代
の
流
れ
．
具
体
的
な
出
来
事
、
相
対
立
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

状
況
の
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
な
か
で
同
一
の
思
想
家

が
幾
度
も
現
わ
れ
、
彼
ら
の
思
想
的
役
割
が
再
評
価
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
《
新
し
さ
〉
の
最
も
決
定
的
な
点
は
、
過
去
二
十
年
の
あ
い
だ
に
変

化
し
た
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
風
景
」
（
ざ
冨
誘
お
3
象
。
一
。
讐
ρ
β
①
）
1
本
書

　
　
　
ヤ

く
●
ピ
、
国
Q
U
》
円
目
竃
国
Z
目
の
「
紛
れ
も
な
い
新
奇
さ
」
ー
を
収
め
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。

　
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
過
去
二
世
紀
な
い
し
三
世
紀
に
わ
た
る
政
治
思
想

を
現
代
に
蘇
え
ら
せ
た
六
百
数
十
頁
の
本
書
を
読
む
と
、
レ
モ
ン
が
述
べ

て
い
る
よ
う
に
、
思
想
の
生
命
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
反
省
を
う
な
が
さ
れ
る
。
歴
史
と
は
す
べ
て
時
間
に
お
け
る
持
続
で
あ

り
、
そ
こ
に
は
類
似
し
た
も
の
が
浮
び
あ
が
り
、
収
敏
が
現
わ
れ
る
。
「
私

は
本
書
を
読
ん
で
い
て
た
ま
た
ま
、
一
七
八
八
年
の
革
命
前
の
危
機
と
フ

ロ
ソ
ド
の
乱
と
の
近
似
、
サ
ン
・
シ
モ
ン
を
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
に
結
び
つ
け

る
繋
が
り
、
ハ
イ
エ
ッ
ク
と
バ
ー
ク
と
の
あ
い
だ
の
、
事
物
の
秩
序
を
み

だ
す
人
間
の
任
意
な
干
渉
を
同
じ
よ
う
に
拒
否
す
る
思
想
の
共
通
点
に
気

付
く
。
最
近
の
事
象
と
し
て
は
、
テ
ー
ヌ
と
ル
ナ
ソ
の
主
題
が
一
世
紀
を

経
て
ふ
た
た
び
出
会
う
反
革
命
的
な
歴
史
の
再
現
を
．
私
は
付
け
加
え
る

で
あ
ろ
う
。
反
覆
す
る
現
象
も
ま
た
存
在
す
る
が
、
そ
れ
は
な
に
ひ
と
つ

伝
達
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
状
況
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
引
き
起
こ

さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
問
題
関
心
の
共
通
性
か
ら
生
じ
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
　
　
　
　
ア
ソ
ヲ
ロ
ノ
ユ

一
七
九
三
年
の
熱
狂
的
な
人
び
と
と
、
一
九
六
八
年
五
月
二
十
二
日
の
運

動
と
の
あ
い
だ
見
ら
れ
る
よ
う
に
」
。
筆
者
も
ま
た
同
感
で
あ
る
。

　
本
書
の
構
成
を
示
せ
ば
、
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

1
．
近
代
政
治
思
想
の
基
礎
第
一
部
十
七
世
紀
・
絶
対
主
義
の
頂
点
と
危

機
i
〈
国
家
V
第
一
章
ホ
ッ
ブ
ズ
か
ら
ロ
ヅ
ク
ヘ
、
第
二
章
絶
対
主
義

へ
の
理
論
的
・
実
践
的
批
判
、
第
三
章
　
夢
想
さ
れ
た
政
治
。
　
第
二
部
　
啓

蒙
の
ポ
リ
テ
ィ
ー
ク
ー
〈
幸
福
V
第
一
章
啓
蒙
的
専
制
、
第
二
章
モ
ソ

テ
ス
キ
ュ
ー
、
第
三
章
ル
ソ
！
、
ル
ソ
ー
主
義
．
第
三
部
革
命
の
失
敗

－
《
民
族
V
　
第
一
章
　
”
穏
健
化
し
た
”
革
命
、
第
二
章
　
革
命
的
ラ
デ
ィ

カ
リ
ズ
ム
、
第
三
章
　
反
革
命
。

H
．
開
か
れ
た
三
つ
の
途
第
一
部
自
由
主
義
1
〈
自
由
V
第
一
章
連

合
王
国
ー
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
保
守
、
第
二
章
　
権
力
の
試
錬
と
し
て
の
7
ラ

ソ
ス
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
、
第
二
章
ト
ク
ヴ
ィ
ル
。
第
二
部
　
マ
ル
ク
ス
な
き

社
会
主
義
1
〈
平
等
V
第
一
章
産
業
社
会
に
直
面
す
る
政
治
理
論
ー
サ

ソ
・
シ
モ
ン
と
そ
の
弟
子
た
ち
、
第
三
章
　
プ
ル
ー
ド
ン
と
そ
の
遺
産
。
第
三

部
　
へ
1
ゲ
ル
主
義
1
〈
歴
史
V
　
第
一
章
　
へ
ー
ゲ
ル
に
お
け
る
政
治
思
想
、
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第
二
章
　
ヘ
ー
ゲ
ル
左
派
、
第
三
章
　
マ
ル
ク
ス
の
思
想
形
成
．

皿
．
十
九
世
紀
の
解
決
　
第
一
部
　
社
会
革
命
ー
《
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
V

第
一
章
マ
ル
ク
ス
の
マ
ル
ク
ス
主
義
、
エ
ソ
ゲ
ル
ス
の
マ
ル
ク
ス
主
義
．
第

二
章
世
紀
転
換
換
期
の
マ
ル
ク
ス
主
義
論
争
、
第
三
章
　
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
と

革
命
的
サ
ソ
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
、
第
二
部
　
進
歩
1
《
プ
戸
グ
レ
〉
　
第
一
章

オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ソ
ト
か
ら
共
和
主
義
的
実
証
主
義
へ
、
第
二
章
　
フ
ラ
ン

ス
に
反
映
し
た
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
、
第
三
章
　
生
存
競
争
の
社
会
・

放
治
理
論
。
第
三
部
　
周
辺
の
三
つ
の
考
察
i
《
共
同
体
V
第
一
章
　
ラ
デ

ィ
カ
ル
な
個
人
主
義
ー
シ
ュ
テ
ィ
ル
ナ
ー
と
二
ー
チ
ェ
、
第
二
章
　
一
九
一

四
年
ま
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
政
治
思
想
の
試
論
、
第
三
章

　
世
紀
末
の
新
右
翼
。

N
．
二
十
世
紀
の
新
し
い
綜
合
　
第
一
部
　
ロ
シ
ア
革
命
の
影
響
の
も
と
で

ー
《
イ
ソ
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
V
第
一
章
レ
ー
ニ
ソ
と
レ
ー
ニ
ン
主
義
、

第
二
章
　
ス
タ
ー
リ
ソ
主
義
ー
ス
タ
ー
リ
ソ
以
前
そ
の
問
、
以
後
、
第
三
章

　
ロ
シ
ア
に
照
ら
し
て
み
る
マ
ル
ク
ス
主
義
論
争
。
第
二
部
　
フ
プ
シ
ズ
ム
的

解
決
i
〈
権
威
》
第
一
章
イ
タ
リ
ア
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
、
第
二
章
ヒ
ト
ラ

ー
主
義
と
そ
の
ド
イ
ツ
的
先
駆
、
第
三
章
　
フ
ァ
シ
ズ
ム
的
収
敏
．
第
三
部

自
由
主
義
モ
デ
ル
の
再
検
討
1
〈
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
V
　
第
一
章
　
フ
ラ
ン
ス
の

躍
第
三
の
途
”
、
第
二
章
社
会
民
主
主
義
の
理
論
と
実
践
、
第
三
章
　
ケ
イ
ン

ズ
の
ケ
イ
ソ
ズ
主
義
、
ケ
イ
ソ
ズ
な
き
ケ
イ
ン
ズ
主
義
。

V
．
炸
裂
　
第
一
部
　
第
三
世
界
と
第
三
世
界
主
義
1
《
独
立
V
第
一
章

民
族
主
義
と
社
会
主
義
ー
フ
ァ
ノ
γ
、
第
二
章
毛
沢
東
と
そ
の
周
辺
、
第

三
章
現
代
イ
ス
ラ
ー
ム
の
政
治
理
論
。
第
二
部
政
治
に
対
す
る
新
た
な
諸

問
題
1
〈
自
律
性
V
　
第
一
章
　
精
神
分
析
と
政
治
、
第
二
章
　
性
の
解
放
の

政
治
、
第
三
章
“
六
八
年
の
パ
ソ
セ
”
？
第
三
部
　
西
欧
の
疑
問
ー
〈
個

人
V
第
一
章
・
全
体
主
義
〃
批
判
、
第
二
章
古
典
的
自
由
主
義
お
よ
び
蘇

え
っ
た
自
由
主
義
、
第
三
章
今
世
紀
末
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
状
況
．

　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
書
は
、
独
り
の
著
者
に
よ
っ
て
「
統
一
的

ペ
ル
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
」
の
も
と
に
書
か
れ
た
の
で
は
な
く
、
各
章
は
そ
れ

ぞ
れ
、
専
門
家
に
よ
る
独
立
し
た
論
文
と
み
な
し
て
よ
い
。
当
然
の
こ
と

な
が
ら
、
そ
れ
ら
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
読
者
の
た
め
に
、
彼
ら
の
理
解
を
深

め
る
教
育
的
道
し
る
ぺ
で
あ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

そ
の
政
治
思
想
史
は
、
あ
る
意
味
で
フ
ラ
ン
ス
的
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

例
え
ば
、
ホ
ッ
ブ
ズ
政
治
学
は
、
十
七
世
紀
フ
ラ
ソ
ス
で
論
争
の
的
と
な

っ
た
が
、
ま
さ
に
そ
れ
は
フ
ロ
ソ
ド
の
乱
を
実
感
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
ホ
ッ
ブ
ズ
と
と
も
に
ボ
ッ
シ
ュ
エ
が
取
り
あ
げ
ら
れ
る
が

ー
ぎ
毘
5
冒
ヨ
Φ
爵
9
二
信
Φ
と
暮
毘
暮
一
聾
①
夢
9
。
蚕
ヰ
ρ
5
と
は

区
別
さ
れ
る
ぺ
き
だ
が
ー
、
両
者
は
．
国
家
の
必
要
性
と
服
従
へ
の
絶

対
的
義
務
を
説
い
た
点
で
共
通
す
る
。
ロ
ッ
ク
の
政
治
思
想
は
フ
ラ
ン
ス

の
政
治
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
に
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た
か
。
そ
れ
は
、
カ

ト
リ
ッ
ク
思
想
家
、
あ
る
い
は
く
貴
族
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
V
と
称
せ
ら
れ

る
人
び
と
の
著
作
に
痕
跡
を
と
ど
め
て
い
る
．
そ
し
て
、
フ
ェ
ヌ
ロ
ン
の

『
市
民
政
府
に
関
す
る
哲
学
的
エ
ッ
セ
イ
』
が
・
ッ
ク
と
対
比
さ
れ
て
論

じ
ら
れ
て
い
る
の
も
特
徴
的
で
あ
る
．

　
モ
ソ
テ
ス
キ
ュ
ー
に
関
し
て
は
、
彼
が
モ
ソ
テ
ー
ニ
ュ
か
ら
パ
ス
カ
ル

に
い
た
る
ピ
ュ
・
ソ
的
伝
統
に
対
し
て
、
「
事
物
の
隠
れ
た
理
性
」
を
認

識
し
よ
う
と
し
た
こ
と
、
「
理
性
へ
の
確
信
」
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
強

調
さ
れ
る
。
彼
の
統
治
形
態
の
テ
ィ
ポ
ロ
ジ
ー
に
お
い
て
は
、
o
q
。
薯
φ
簑
？

舅
①
暮
・
冨
a
曾
盆
と
σ
q
自
お
彗
。
ヨ
窪
富
号
呂
。
該
聾
雷
と
の
二
項
対
立
が
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問
題
で
あ
っ
て
、
彼
の
「
権
力
の
均
衡
」
は
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
が
非
難

す
る
よ
う
に
、
不
平
等
社
会
の
特
権
階
級
の
権
力
維
持
が
目
的
で
は
な
く
、

専
制
政
治
と
権
力
濫
用
を
阻
止
す
る
手
段
な
の
で
あ
っ
た
。
ル
ソ
ー
に
関

し
て
は
、
彼
は
《
自
我
〉
と
《
道
徳
的
良
心
V
の
う
ち
に
、
社
会
に
対
す

す
る
批
判
の
権
利
要
求
を
見
出
す
。
ル
ソ
ー
的
批
判
の
根
底
に
は
、
た
え

ず
警
器
と
冨
蚕
写
①
と
の
対
立
が
あ
っ
て
、
そ
の
こ
Σ
が
一
貫
し
て

。
一
塞
』
5
帯
へ
の
問
い
と
な
る
。
彼
の
求
め
る
「
社
会
関
係
の
透
明
性
」

と
は
、
結
局
は
古
代
的
郷
愁
で
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
が
〈
市

民
〉
教
育
で
あ
る
。
ル
ソ
ー
の
作
品
に
は
づ
暮
一
8
あ
る
い
は
霊
ぎ
壁
一

と
い
う
言
葉
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
彼
の
眼
差
し
は
、
十
九
世
紀
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
の
生
ま
れ
い
ず
る
神
話
に
注
が
れ
て
い
た
。
こ
の
章
を
担
当
し

て
い
る
の
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
大
学
教
授
ブ
ロ
ニ
ス
ラ
ウ
・

バ
チ
ュ
コ
（
卑
8
邑
署
田
。
呉
。
）
で
あ
る
。
彼
の
§
器
。
。
。
§
も
＆
ミ
騒

§
8
§
§
§
ミ
R
§
駄
は
、
ス
ト
ラ
ピ
ソ
ス
キ
ー
の
～
農
苧
』
S
§
。
。
笥
o
§
。
。
農
§

ミ
軸
蓉
器
鳩
ミ
§
8
恥
ミ
．
。
婁
9
§
と
並
ん
で
名
著
に
値
す
る
が
、
フ
ラ
ン

ス
の
古
典
に
つ
い
て
の
執
筆
を
外
国
の
研
究
者
に
委
ね
て
い
る
の
も
本
書

の
特
質
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
産
業
革
命
の
上
昇
す
る
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
対
応
す
る
ポ
リ
テ

ィ
ー
ク
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
自
由
主
義
と
社
会
主
義
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
思
想
的
創
造
の
源
泉
と
な
っ
た
の
は
、
産
業
化
の
遅
れ
た
フ
ラ
ソ
ス

と
ド
イ
ッ
で
あ
っ
た
．
こ
れ
ら
二
国
の
思
想
的
差
異
1
ε
壁
一
ま
を
分

つ
も
の
は
、
社
会
・
経
済
的
状
態
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
知
的
・
文
化

的
遺
産
で
あ
っ
た
、
サ
ン
・
シ
モ
ン
／
へ
ー
ゲ
ル
、
プ
ル
ー
ド
ソ
／
シ
ュ

テ
ィ
ル
ナ
ー
、
コ
ソ
ト
／
マ
ル
ク
ス
、
バ
レ
ス
／
二
ー
チ
チ
…
：
と
い
う

よ
う
に
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ソ
ス
の
思
想
家
た
ち
に
よ
っ

て
提
示
さ
れ
た
問
題
解
決
は
、
同
時
に
希
望
へ
の
途
と
幻
滅
の
窮
り
を
二

十
世
紀
に
落
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
本
書
の
な
か
に
は
、

政
治
思
想
史
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
看
過
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
多
く
の
思
想

家
た
ち
が
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
フ
ラ
ソ
ス
社
会
主
義
の

意
義
は
、
ヘ
ー
ゲ
ン
主
義
や
マ
ル
ク
ス
主
義
に
劣
ら
ず
、
重
要
で
あ
る
。

ピ
エ
ー
ル
・
ル
ル
ー
（
艮
霞
冨
幕
3
黄
）
が
含
8
芭
富
ヨ
紗
と
い
う
言
葉

を
発
っ
た
の
は
一
八
三
三
年
で
あ
っ
た
が
、
七
月
王
政
か
ら
第
二
共
和
制

の
終
り
に
か
け
て
、
「
最
初
の
社
会
主
義
者
た
ち
」
、
な
か
に
は
サ
ソ
・
シ

モ
ソ
主
義
者
も
含
ま
れ
て
い
た
が
、
i
彼
ら
は
マ
ル
ク
ス
お
よ
び
エ
ン

ゲ
ル
ス
に
よ
っ
て
く
ユ
ー
ト
ピ
ア
主
義
者
V
と
し
て
批
判
さ
れ
た
が
、
い

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

ず
れ
も
と
も
に
啓
蒙
と
革
命
の
哲
学
を
継
承
し
、
七
九
年
の
革
命
を
完
成

し
よ
う
と
欲
し
て
い
た
。
彼
ら
の
改
革
の
た
め
の
プ
ラ
ソ
や
労
働
者
の
組

織
と
教
育
の
た
め
の
構
想
は
、
ま
こ
と
に
多
彩
な
思
想
体
系
を
生
み
だ
し
、

豊
饒
な
想
像
力
を
た
た
え
て
い
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
そ
し
て
マ
ル
ク
ス
に
と
っ
て
さ
え
も
、
影
響
力

の
大
き
か
っ
た
の
は
プ
ル
ー
ド
ソ
で
あ
る
。
「
マ
ル
ク
ス
は
プ
ル
ー
ド
ン

な
く
し
て
は
あ
り
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
」
（
G
・
ギ
ュ
ル
ヴ
ィ
ッ
チ
）
。

『
聖
家
族
』
に
お
け
る
プ
ル
ー
ド
ン
の
章
句
は
、
や
が
て
マ
ル
ク
ス
自
身

の
テ
ー
ゼ
と
な
り
、
プ
ル
ー
ド
ソ
は
「
科
学
的
社
会
主
義
」
の
創
始
者
と

し
て
承
認
さ
れ
て
い
る
。
プ
ル
ー
ド
ソ
は
マ
ル
ク
ス
ヘ
の
書
簡
で
、
そ
の

独
断
論
と
革
命
的
ロ
マ
ン
主
義
に
対
し
て
警
告
し
た
が
、
こ
れ
に
激
怒
し
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た
マ
ル
ク
ス
は
忘
恩
を
も
っ
て
報
い
、
『
哲
学
の
貧
困
』
に
お
い
て
、
プ

ル
ー
ド
ン
に
対
す
る
否
定
的
フ
ァ
ナ
テ
ィ
ズ
ム
を
露
わ
に
し
た
。
プ
ル
ー

ド
ソ
の
社
会
主
義
は
、
西
欧
世
界
に
広
く
波
及
し
．
第
一
イ
ソ
タ
ー
と
パ

リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ソ
の
と
き
に
は
、
プ
ル
ー
ド
ン
主
義
者
が
多
数
を
占
め
て

い
た
の
で
あ
る
。
ジ
ョ
ー
レ
ス
の
「
自
由
主
義
的
社
会
主
義
」
は
、
直
接

プ
ル
ー
ド
ン
に
由
来
し
、
彼
の
遣
産
は
ペ
ギ
ー
を
通
し
て
ム
ー
ニ
ェ
ヘ
、

さ
ら
に
ジ
ァ
ソ
・
ラ
ク
ロ
ワ
ヘ
と
継
承
さ
れ
て
い
る
。
個
人
の
自
由
と
社

会
的
解
放
を
め
ざ
し
、
個
人
と
社
会
の
動
態
的
均
衡
、
生
産
社
会
に
お
け

る
自
己
管
理
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
権
力
否
定
の
思
想
（
彗
貞
魯
弩
①
）
は
、

ヤ
　
　
ヤ

国
家
主
義
（
曽
＆
。
・
馨
）
と
真
向
か
ら
対
立
す
る
。
「
わ
れ
わ
れ
の
時
代
の

論
議
お
よ
び
わ
れ
わ
れ
の
未
来
の
闘
争
と
プ
ル
ー
ド
ン
的
調
和
と
の
立
て

直
し
は
、
い
つ
ま
で
も
終
え
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
一
九
六
八
年
、

占
拠
さ
れ
た
ソ
ル
ボ
ソ
ヌ
の
校
庭
に
は
、
プ
ル
ー
ド
ソ
の
肖
像
が
あ
っ

た
」
と
、
ジ
ァ
ソ
・
バ
ソ
カ
ル
教
授
（
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
）
は
書
い
て
い
る
が
、

目
撃
者
な
ら
で
は
の
証
言
で
あ
ろ
う
。

　
同
じ
よ
う
に
、
〈
プ
ワ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
V
概
念
に
つ
い
て
、
ダ
ニ
エ
ル
・

リ
γ
デ
ソ
ベ
ル
ク
教
授
は
、
そ
の
冒
頭
に
、
わ
れ
わ
れ
の
深
い
偏
見
に
反

し
て
．
そ
の
近
代
的
概
念
は
マ
ル
ク
ス
の
独
創
で
は
な
く
．
オ
ー
ギ
ュ
ス

ト
・
コ
ソ
ト
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
特
に
左
翼
と
結
び
つ
い
て
生
ま
れ
た

も
の
で
は
な
い
、
と
論
じ
て
い
る
。
十
九
世
紀
的
意
味
で
の
労
働
者
階
級

と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
の
内
的
連
関
が
見
失
わ
れ
た
の
は
、
ロ
シ
ア
に

お
い
て
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
と
レ
ー
ニ
ソ
に
よ
っ
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
独

裁
が
イ
デ
オ
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
な
も
の
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、

ド
イ
ツ
の
歴
史
家
ヴ
呂
ル
ナ
ー
・
コ
ソ
ツ
ェ
が
証
明
し
て
い
る
よ
う
に
、

《
賓
。
一
9
畦
冒
畢
と
い
う
古
い
、
ラ
テ
γ
語
の
言
葉
が
復
活
し
た
の
は
、
乞

食
、
浮
浪
者
な
ど
、
浮
動
す
る
マ
ス
を
指
示
す
る
た
め
で
あ
っ
て
、
彼
ら

は
、
資
本
の
《
本
源
的
蓄
積
V
（
マ
ル
ク
ス
）
お
よ
び
狂
気
の
《
大
幽
閉

（
鷺
導
3
旨
。
§
窪
曾
げ
》
（
フ
ー
コ
ー
）
の
所
産
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
彼
ら
は

《
危
険
な
階
級
V
で
あ
っ
た
。
プ
・
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義

の
知
的
勝
利
と
と
も
に
そ
の
意
味
が
変
容
し
、
「
歴
史
的
使
命
に
合
致
す

る
た
め
の
労
働
者
階
級
の
あ
る
べ
き
も
の
」
と
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
こ

の
こ
と
は
、
『
一
八
四
四
年
の
手
稿
』
か
ら
『
共
産
主
義
と
平
和
』
（
サ
ル

ト
ル
）
ま
で
変
わ
る
こ
と
な
く
、
こ
の
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
形
而
上

学
」
の
最
も
明
瞭
な
証
明
が
『
歴
史
と
階
級
意
識
』
で
あ
る
。
ル
カ
ー
チ

の
著
作
が
レ
ー
ニ
ソ
主
義
の
真
理
の
表
現
で
あ
る
か
否
か
は
と
も
か
く
、

そ
れ
は
、
後
に
メ
ル
・
“
ポ
ン
テ
ィ
の
い
う
《
ウ
ル
ト
ラ
”
ボ
ル
シ
ェ
ヴ

ィ
ズ
ム
》
に
等
し
き
も
の
で
あ
る
。
レ
ー
ニ
ソ
主
義
に
よ
っ
て
、
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
ー
ト
の
名
の
も
と
に
語
る
党
の
全
能
性
が
代
置
さ
れ
る
が
、
フ
ラ

ソ
ス
に
お
い
て
も
、
革
命
的
サ
ソ
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
の
党
機
関
誌
が
、
一
九

二
五
年
か
ら
客
寂
§
§
軌
§
博
。
§
ミ
帖
§
ま
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

る
。
今
日
西
欧
に
お
い
て
は
、
革
命
的
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
い
ち
じ
る
し
い
凋

落
に
つ
れ
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
ヘ
の
関
心
が
薄
ら
ぎ
つ
つ
あ
る
が
、

例
え
ば
、
ア
ソ
ド
レ
・
ゴ
ル
ツ
が
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
ヘ
の
訣
別
」
を

告
げ
、
グ
ル
ユ
ッ
ク
ス
マ
ソ
が
三
警
①
へ
の
回
帰
を
提
唱
し
て
い
る
こ
と

は
、
い
か
に
も
象
徴
的
で
あ
る
．
こ
の
よ
う
な
素
材
は
、
パ
リ
の
大
学
の

講
義
の
な
か
で
は
じ
め
て
、
生
き
い
き
と
語
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

120



紹介と批評

　
二
十
世
紀
の
新
し
い
サ
ソ
テ
ー
ズ
に
は
、
い
ず
れ
も
問
題
の
核
心
に
迫

る
諸
論
文
が
含
ま
れ
て
い
る
．
そ
の
ひ
と
つ
ス
タ
ー
リ
ソ
主
義
に
つ
い
て

み
る
と
、
そ
の
政
治
体
制
は
、
全
体
主
義
国
家
の
確
立
に
よ
る
《
歴
史
現

象
V
で
あ
っ
て
、
た
ん
な
る
《
個
人
崇
拝
〉
に
還
元
で
き
る
も
の
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

い
。
そ
の
決
定
的
な
特
徴
は
、
党
に
よ
る
官
僚
的
独
裁
と
い
う
べ
き
も
の

で
あ
り
、
ス
タ
ー
リ
ソ
主
義
が
ス
タ
ー
リ
ソ
を
生
み
だ
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

フ
ァ
シ
ズ
ム
に
関
し
て
は
、
そ
れ
は
二
大
戦
間
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
的

危
機
に
対
す
る
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
試
み
で
あ
っ
た
。
リ
ベ
ラ
ル
な
国
家
に
対

し
て
異
議
を
申
立
て
、
階
級
闘
争
の
ド
グ
マ
を
排
撃
す
る
運
動
は
、
急
速

に
左
翼
か
ら
右
翼
へ
．
反
革
命
的
勢
力
へ
と
転
化
す
る
が
、
そ
れ
は
伝
統

的
右
翼
と
根
本
的
に
異
な
る
。
ド
イ
ッ
に
お
け
る
《
保
守
革
命
〉
の
世
代

と
パ
ラ
レ
ル
に
、
フ
ラ
ソ
ス
に
お
け
る
く
新
し
い
世
代
V
に
は
、
フ
ァ
シ

ズ
ム
的
知
識
人
が
輩
出
し
た
が
、
そ
の
典
型
的
な
例
が
ソ
レ
ル
と
ア
ソ

リ
・
ド
・
マ
ソ
で
あ
っ
た
ー
後
者
の
、
こ
の
ベ
ル
ギ
ー
人
の
『
マ
ル
ク

ス
主
義
の
彼
方
へ
』
（
ぎ
昏
3
量
寂
9
§
傍
§
」
8
。
）
は
、
我
が
国
で
は

余
り
取
り
あ
げ
ら
れ
な
い
が
、
「
マ
ル
ク
ス
主
義
の
修
正
」
理
論
と
し
て
、

当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
反
響
を
及
ぼ
し
た
。
物
質
的
・
経
済
的
構
造
の
分
析

に
代
っ
て
、
心
理
学
的
現
実
が
、
フ
・
イ
ト
、
ユ
ソ
グ
、
ミ
ヘ
ル
ズ
を
採

用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
照
明
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
．
フ
ラ

ソ
ス
に
お
け
る
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
的
収
敏
」
の
執
筆
者
、
ヘ
ブ
ラ
イ
大
学
の

歴
史
学
教
授
ゼ
ー
ブ
・
シ
ュ
テ
ル
ソ
ヘ
ル
に
よ
れ
ぽ
、
パ
レ
ー
ト
、
、
・
・
ヘ

ル
ズ
、
モ
ス
カ
等
は
、
勿
論
フ
ァ
シ
ス
ト
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
に
理
論
的
貢
献
を
な
し
た
こ
と
は
疑
い
無
い
。
ま
た
、
著
名
な

政
治
学
者
ド
・
ジ
ュ
ヴ
ネ
ル
は
、
三
〇
年
代
初
め
に
は
、
ド
リ
ュ
・
ラ
・

ロ
ー
シ
ュ
等
と
と
も
に
ナ
チ
ス
と
協
力
関
係
に
あ
り
、
少
な
く
と
も
霊
三

葛
2
一
舘
Φ
砕
導
脇
貯
に
参
加
し
て
い
た
と
い
う
事
実
が
実
証
さ
れ
て
い
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
い
か
な
る
十
九
世
紀
的
イ
デ
オ
・
ギ
ー
の
構
図
も
思
い
及
ば
ぬ
国
。
一
甲

ざ
馨
暮
の
現
象
が
、
第
二
次
大
戦
後
に
発
生
し
た
。
第
三
世
界
の
非
植

民
地
化
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
毛
沢
東
主
義
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
、
そ
し
て
西
欧
が
み
ず
か
ら
に
向
っ
て
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

「
新
た
な
問
題
」
の
数
々
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
フ
ァ
ノ
ソ
の
思
想
と

《
六
八
年
の
パ
ソ
セ
V
に
つ
い
て
簡
単
に
述
ぺ
て
お
く
。
『
地
に
呪
わ
れ
た

る
者
』
の
考
察
の
出
発
点
1
そ
し
て
帰
結
1
は
、
二
つ
の
世
界
に
異

な
っ
た
人
間
が
住
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
支
配
種
族
と
は
な

に
よ
り
も
先
ず
．
他
処
か
ら
や
っ
て
来
た
種
族
、
原
住
民
（
窪
誉
耳
自
邑

と
は
似
て
い
な
い
種
族
、
つ
ま
り
《
他
者
V
（
、
．
奮
g
暮
奮
、
．
）
で
あ
る
」
．

植
民
地
化
さ
れ
た
土
着
民
の
解
放
と
は
、
彼
ら
の
「
民
族
的
実
存
」
（
。
益
・

一
聲
8
召
ぎ
冨
一
①
）
の
表
現
で
あ
る
。
そ
の
「
民
族
的
意
識
」
は
、
伝
統

に
固
執
す
る
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
超
え
て
、
社

会
主
義
へ
と
高
ま
り
ゆ
く
普
遍
的
価
値
の
自
覚
で
あ
る
。
歴
史
的
体
験
に

根
差
し
た
フ
ァ
ノ
ソ
主
義
は
、
現
代
の
社
会
主
義
モ
デ
ル
か
ら
分
離
せ
ざ

る
を
得
ず
、
農
民
階
級
を
革
命
的
主
体
と
す
る
「
自
然
発
生
性
」
を
標
榜

し
、
「
仮
面
を
ぬ
ぎ
す
て
た
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
独
裁
の
近
代
的
形
態
」
と
し
て

一
党
独
裁
を
断
罪
し
、
マ
ル
ク
ス
主
義
的
科
学
を
そ
の
ま
ま
容
認
で
き
な

い
。
フ
ァ
ノ
ン
の
い
う
暴
力
は
、
そ
の
短
い
生
涯
を
埋
め
つ
く
し
た
噴
怒
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ

人
問
の
理
性
を
厚
か
し
め
た
西
欧
の
征
服
的
理
性
に
対
す
る
ユ
マ
ニ
ス
ム
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の
反
抗
で
あ
っ
て
．
殺
人
の
血
で
汚
れ
た
思
想
で
は
な
い
。
合
a
3
畠

留
ま
b
器
ぎ
ぎ
『
一
、
閤
ξ
8
母
ー
『
地
に
呪
わ
れ
た
る
者
』
の
一
九

六
八
年
の
新
版
に
は
、
有
名
な
サ
ル
ト
ル
の
序
が
は
ぶ
か
れ
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
何
を
意
味
す
る
か
。

「
五
月
は
、
そ
の
表
面
的
な
透
明
さ
の
な
か
で
、
な
お
ひ
と
つ
の
エ
ニ
グ

マ
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
」
。
ジ
ァ
ン
鷲
ピ
ェ
ー
ル
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
は
、
一

九
六
八
年
五
月
を
め
ぐ
る
多
様
な
、
相
反
す
る
解
釈
の
共
存
を
指
摘
す
る
。

実
際
に
、
五
月
の
パ
ソ
セ
に
は
一
貫
性
が
欠
如
し
て
お
り
、
そ
れ
を
唯

一
の
原
因
に
よ
っ
て
説
明
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
「
五
月
に
は
《
一
。

の
書
紗
（
意
味
で
あ
る
と
同
時
に
、
感
性
、
ま
た
は
肉
体
的
官
能
で
も
あ
る
1
筆

者
）
が
ま
さ
に
絶
頂
に
達
し
、
燃
え
あ
が
っ
た
」
。
こ
の
歴
史
的
形
象
は
、

一
八
七
一
年
の
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ソ
に
最
も
似
つ
か
わ
し
く
、
か
か
る
歴

史
的
瞬
間
に
は
、
「
サ
ル
ト
ル
的
く
溶
解
集
団
V
の
モ
1
ド
」
が
支
配
し

て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
五
月
革
命
は
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

間
科
学
の
台
座
の
う
え
に
生
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
ベ
ル
ナ
ー
ル
の
い
う

「
理
論
”
テ
ク
ス
ト
ヘ
の
訴
え
」
に
先
鞭
を
つ
け
た
の
は
、
ほ
か
で
も
な

い
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
で
あ
る
が
、
一
①
9
ξ
9
話
一
8
言
お
が
も
た
ら
し
た
効

果
と
は
、
「
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
は
マ
ル
ク
ス
を
読
み
返
し
、
ニ
コ
ス
・
プ

ー
ラ
ン
サ
ス
は
マ
ル
ク
ス
を
読
み
返
し
な
が
ら
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
を
読

み
と
る
。
研
究
者
あ
る
い
は
学
生
た
ち
は
、
マ
ル
ク
ス
を
読
み
返
し
ア
ル

チ
ュ
セ
ー
ル
を
読
み
返
し
な
が
ら
、
プ
ー
ラ
ソ
サ
ス
を
読
み
と
る
」
と
い

っ
た
具
合
で
あ
る
．
ジ
ャ
ッ
ク
・
ラ
カ
ソ
の
周
辺
の
精
神
分
析
の
場
合
も

同
じ
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
「
理
論
の
帝
国
主
義
」
が
、
逆
説
的
だ
が
、

み
ず
か
ら
の
出
現
を
理
論
的
に
解
明
し
え
ぬ
無
力
さ
か
ら
派
生
し
な
が
ら

も
、
以
後
フ
ラ
ン
ス
の
知
性
の
場
面
を
蔽
い
つ
く
す
。
八
○
年
代
の
巨
匠

た
ち
の
相
次
ぐ
死
に
よ
っ
て
、
「
こ
の
悲
し
き
イ
メ
ー
ジ
の
中
断
は
、
一

九
六
八
年
の
余
り
あ
ら
わ
に
さ
れ
な
か
っ
た
一
側
面
に
投
げ
返
さ
れ
る
。

戯
れ
の
爆
発
と
心
情
的
な
吐
露
の
か
た
わ
ら
に
、
五
月
の
出
来
事
の
な
か

に
は
よ
り
一
層
曖
昧
な
、
よ
り
一
層
陰
欝
な
側
面
が
あ
る
．
一
九
六
八
年

は
、
フ
ラ
ソ
ス
史
の
革
命
的
瞬
間
の
う
ち
で
最
も
深
い
闇
で
あ
っ
た
か
に

思
わ
れ
る
」
。
寅
2
客
9
一
．
ぎ
8
呂
げ
！
五
月
を
比
愉
を
も
っ
て
示
せ

ば
、
思
想
の
暗
い
夜
空
に
赫
々
と
燃
え
さ
か
る
火
災
、
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
か
。
つ
づ
く
七
〇
1
八
○
年
代
に
は
、
権
力
に
反
抗
す
る
個
人
、
小

集
団
、
女
性
解
放
、
地
域
の
分
権
化
…
…
革
命
の
分
子
運
動
（
ド
ゥ
ル
ー

ズ
、
ガ
タ
リ
）
が
無
限
に
散
乱
し
て
ゆ
く
。
ベ
ル
ナ
ー
ル
は
次
の
よ
う
に

こ
の
章
を
結
ん
で
い
る
。
「
テ
・
ル
の
さ
な
か
、
《
革
命
は
凍
り
つ
い
て
し

ま
っ
た
V
と
サ
γ
・
ジ
ュ
ス
ト
は
叫
ん
だ
。
一
九
六
八
年
五
月
以
降
、
人

び
と
は
言
う
か
も
知
れ
な
い
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
革
命
の
イ
デ
ー
は
燃
え

つ
き
た
、
と
」
。

　
以
上
は
、
本
書
の
特
質
を
記
そ
う
と
し
た
た
め
に
、
も
っ
ば
ら
フ
ラ
ン

ス
の
思
想
史
の
一
面
に
力
点
を
置
い
た
が
、
勿
論
、
本
書
に
は
、
イ
ギ
リ

ス
、
ア
メ
リ
カ
の
諸
思
想
に
も
多
く
の
頁
が
割
か
れ
て
い
る
。
社
会
科
学

高
等
学
院
の
セ
ル
ジ
ュ
”
ク
リ
ス
ト
フ
・
コ
ル
ム
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
個

人
主
義
と
自
由
主
義
の
再
検
討
は
、
ケ
イ
ソ
ズ
、
ハ
イ
エ
ッ
ク
、
M
・
フ

リ
ー
ド
マ
ソ
、
ブ
キ
ァ
ナ
ン
、
ノ
ー
ジ
ッ
ク
、
ロ
ー
ル
ズ
等
を
引
照
し
つ

つ
、
経
済
学
と
政
治
哲
学
の
専
門
的
議
論
を
展
開
し
た
好
例
で
あ
る
．
だ
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紹介と批評

が
他
方
で
、
ド
イ
ッ
思
想
の
な
か
で
、
例
え
ば
フ
ラ
ソ
ク
フ
ル
ト
学
派
に

つ
い
て
は
、
テ
ー
マ
と
し
て
も
全
体
主
義
に
関
す
る
一
解
釈
と
し
て
、
マ
ル

ク
ス
主
義
の
エ
ピ
ゴ
ー
ネ
ソ
で
あ
る
か
の
ご
と
く
ひ
と
言
触
れ
ら
れ
て
い

る
に
す
ぎ
ず
．
マ
ル
ク
ー
ゼ
の
思
想
に
し
て
も
、
五
月
革
命
と
の
か
か
わ
り

で
、
そ
の
影
響
力
は
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
殆
ん
ど
皆
無
で
あ
っ
た
と
い
わ

れ
る
。
さ
ら
に
、
と
り
わ
け
我
が
国
に
お
い
て
は
、
知
的
過
剰
な
ほ
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

に
、
眩
い
ば
か
り
の
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ン
の
思
想
家
の
群
像
も
、
当
の
フ
ラ

ソ
ス
で
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
さ
ほ
ど
重
要
な
思
想
的
位
置
を
占
め
て
い
る

よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
サ
ル
ト
ル
の
場
合
に
も
言
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

こ
と
で
あ
っ
て
、
彼
の
名
前
は
ご
く
僅
か
に
、
し
か
も
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
意

味
合
い
で
引
用
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
我
が
国
の
読
者
に
と
っ
て
は
些

か
不
可
解
に
感
じ
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
目
本
に
関
し
て
は
ど
う
で
あ

ろ
う
か
。
索
引
事
項
に
は
ひ
と
つ
も
見
出
さ
れ
な
い
が
、
本
書
全
体
の
な

か
で
、
明
治
時
代
と
日
露
戦
争
の
年
代
の
ほ
か
、
国
名
が
五
ケ
所
ほ
ど
記

さ
れ
て
い
る
．
だ
が
い
ず
れ
に
せ
よ
、
日
本
の
思
想
そ
れ
自
体
の
間
題
で

は
な
く
、
十
九
世
紀
末
の
マ
ル
ク
ス
主
義
の
世
界
的
拡
散
、
中
国
の
五
・

四
運
動
、
あ
る
い
は
五
月
革
命
の
出
来
事
の
連
続
性
と
い
っ
た
コ
ン
テ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

ス
ト
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
．
政
治
思
想
に
関
す
る
か
ぎ
り
、

日
本
お
よ
び
日
本
人
の
思
想
な
ら
び
に
学
間
研
究
は
（
毛
沢
東
の
章
の
参
考

文
献
の
な
か
に
、
竹
内
実
氏
の
『
毛
沢
東
選
集
』
十
巻
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
が
唯

一
で
あ
る
）
、
フ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
、
否
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
と
っ
て
縁
遠
い
も

の
と
思
わ
れ
て
も
止
む
を
得
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奈
良
　
和
重
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